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優しさ溢れる明るい社会
茨城・北村　真子
　いじめによる自殺。一向に無くならない、大変痛ましい事件である。ニュースでは「把握していなかった」とか「深刻に捉えていなかった」等と口にする謝罪会見を目にする。
　いじめる側。人の心の痛みを、自分自身に置き変えて考えることができないのだろうか。いじめられる側。誰にも相談できなかったのだろうか。周りの人々。その子の変化に気付けなかったのだろうか。気付いても何もできなかったのか。それらの要因が重なってしまった時、明るい未来が待っていたかもしれないのに、「死」という選択をせざるを得なくなってしまうのかもしれない。

　私は人見知りが激しい。初対面の人と話をすると緊張してしまう。そして、人に合わせていると精神的に疲れてしまうのだ。でも、今年の四月、中学生になる時に、そんな自分を変えたいと思った。私が一番苦手とする集団行動。練習がきつく、チームプレイが必要なバスケ部への入部を決めた。初心者の私は、練習についていくだけで精一杯。少しでも足りない自分を補おうと、家に帰ってからも自主練を毎日欠かさなかった。部活内では、挨拶はもちろんの事、話す時には笑顔を心がけた。しかし、日が経つにつれ、無理をしている自分に嫌気が差し、とうとう疲れ切ってしまった。また元の自分に戻ってしまったのだ。そうなると、人の心が離れていくのも早い。周りから、良く思われていないことも感じ取れた。結局、一人でいることが多くなり、練習に向かう足取りも重くなってきた。
　ある日のことである。部活に行こうとした私は、母に呼び止められた。

「部活を続けることで、真子がストレスしか感じないのなら無理をしないで辞めなさい。」

母には、部活で上手くいっていないことを見抜かれていた。「社会に出たら、色々な考え方の人と出会うし、上手くやっていかなければならない場面がたくさんある。学校や部活は社会に出るための練習の場」と、母はよく口にする。だからこそ、「頑張って続けなさい。」と言われると思った私は驚いた。今のこの状態を分かってくれる人がいる。それに、自ら入部を決めた部活を、たった数ヶ月で辞めるのは嫌だった。私は、辞めずに続ける選択をした。

　それから少し過ぎた頃、顧問の先生が一年生を全員集めてこう言った。

「この中で、誰かの悪口を言っている人は正直に出てきなさい。」

最後に、一人ずつ先生に呼ばれて話をした。

「真子が辛いだけだったら、部活をやっている意味がない。それに、一人で抱え込む必要もない。」

先生の言葉に、私は涙が溢れそうになった。この状況をどうにかしようと、先生に相談してくれた友達がいたことも知った。

　私は今回の件で、誰にも相談することができなかった。しかし、母が気付いて私の気持ちに寄り添ってくれたこと。友達が先生に相談してくれたこと。先生が解決のために、部員全員に話をしてくれたこと。おかげで、今は楽しく部活動に参加できている。もし私の気持ちに誰も気付いてくれなかったら、気付いても知らないふりをされていたら、それくらいのことでと取り合ってくれなかったら、私は一体今、どうなっていただろうか。
　世の中に目を向けると、私と同じ年代における非行が増えている。窃盗、薬物乱用、家庭内暴力、家出等だ。だが、突然そういった行動に出るわけではない。何かしらの兆しがあったはずだ。周りにいる誰か一人でもいいから、その人の気持ちの変化に気付き、声を掛けることができていたら、非行に走る手前で食い止められたかもしれない。初めから悪い人間などいない。非行に走ってしまったとしても、更生することを信じ、温かい救いの手を差し伸べられる社会であることを望む。
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